
参考資料１

○動物の愛護及び管理に関する施策を総合的に推進するための基本的な指針（平

成１８年環境省告示第140号）抜粋

第２ 今後の施策展開の方向

２ 施策別の取組

(7) 産業動物の適正な取扱いの推進

①現状と課題

動物の愛護及び管理の観点からする産業動物の適正な取扱いについては、

国際的な動き、関係法令等との整合性、我が国の実情等を踏まえた上で飼

養等の在り方を検討し、その普及啓発を進めていく必要がある。

②講ずべき施策

ア 国は、動物の愛護及び管理に配慮した産業動物の飼養等の在り方を

検討し、産業動物の飼養及び保管に関する基準に反映すること。

イ 産業動物の性格に応じた動物の愛護及び管理の必要性に関する普及

啓発を推進すること。

(8) 災害時対策

①現状と課題

地震等の緊急災害時においては、動物を所有又は占有する被災者等の心

の安らぎの確保、被災動物の救護及び動物による人への危害防止等の観点

から、被災地に残された動物の収容及び餌の確保、特定動物の逸走防止及

び捕獲等の措置が、地域住民、国や地方公共団体、獣医師会、動物愛護団

体等によって行われてきている。今後とも引き続きこれらの措置が、関係

機関等の連携協力の下に迅速に行われるようにするための体制を平素から

確保しておく必要がある。

②講ずべき施策

ア 地域防災計画等における動物の取扱い等に関する位置付けの明確化

等を通じて、動物の救護等が適切に行うことができるような体制の整

備を図ること。

イ 動物の救護等が円滑に進むように、逸走防止や所有明示等の所有者

の責任の徹底に関する措置の実施を推進すること。


